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西濃地区家庭教育応援通信    Ｎｏ．１１          令和４年１１月１日発行  

 

 

園や学校の状況に合わせて工夫ある家庭教育学級が開催されました。 

西濃県務所 振興防災課 振興防災係  

家庭教育担当：酒井 俊亘

電話：０５８４－７３－１１１１ ＜内線２１２＞  
 

バックナンバーはこちら ⇒ 

折
り
紙
で
ふ
れ
あ
っ
た
親

子
の
感
想
は
、
ま
と
め
て
、
全

校
に
配
付
し
ま
し
た
。 

久しぶりに一緒に折り紙をしました。小さな頃よりずいぶん

器用に折れるようになって、「いつも間にか大きく成長している

なあ。」としみじみ感じました。親子で折り紙を折るという素敵

な企画を考えてくださり、ありがとうございました。（保護者） 

完成した作品は、１階

と２階の間の踊り場

に掲示されます。 

コロナ禍のため、この２年半、いろいろな行事の制限がありました。南小

学校 PTA文化委員会は、全校が参加をして一つのものを創り上げる楽し

さを味わってもらいたいと、夏休みに全校親子で鶴を折り、それを貼り付

けて南小学校の校章を作りました。６年生児童もお手伝いをして、立派な

校章が完成しました。みんなが集まれなくても一体感を持つことができま

した。 

大垣市立南小学校 PTA 家庭教育学級 
「全校で創り上げる思い出に残る活動にしたい。」 

【在宅取組型】 令和４年７月２１日（木）～８月２８日（日） 

飾り付け  令和４年９月２６日（木） 

  

案内文と一緒に、鶴の折り

方も紹介しました。 

なかなか夏休みでも家族と過ごす時間がないときあります。

けれど、家族と折り紙をして、会話をすることができたので、こ

れからも家族と過ごす時間を増やしたいと思いました。（児童） 

密を避けるため、教室から４

人グループが順番に来て、貼り

付けました。 

補充が必要な鶴は、PTA文

化委員がその場で折りました。 

全校の親子が折った鶴

でできた南小の校章 
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大野町立揖東中学校 PTA 家庭教育学級 
全校対象の食育をテーマにした家庭教育学級です。 

給食試食会＋【講演会型】  令和４年６月３０日（木） 

【在宅取組型】          令和４年７月２１日（木）～８月２８日（日）   

給食試食会と栄養教諭さんのお話を「母親委

員会だより」で伝え、食生活についてふり返る

機会をつくりました。また、夏休みに「親子手作

り料理」を行うことを伝えています。こうしたつ

ながりのある学級を行うことで、活動テーマの

食への意識がいっそう高まりますね。 

レシピの様式は、紙媒体のほか、生徒のタブレッ

トに送付されましたので、デジタルで編集したレシ

ピもありました。 

提
出
し
て
い
た
だ
い
た
料
理
レ
シ
ピ
は
ク

リ
ア
フ
ァ
イ
ル
に
入
れ
て
、
懇
談
会
な
ど
で

来
校
さ
れ
る
と
き
に
見
て
も
ら
い
ま
す
。 

揖東中学校母親委員会活動テーマ 
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海津市 認定こども園 下多度保育園 家庭教育学級 
機会を見つけて親子のふれあいを計画しています。 

【体験活動参加型】  令和４年９月３０日（金） １５：００～１５：４５ 

【園行事参加型】    令和４年１０月７日（金） １０：４０～１１：００ 

チューリップの球根は、一人

３つずつです。 

引っ張っても離れないぞ！ 

リトミックは、親子のスキンシップが図れる大切な時間です。５歳児は、

自主的にリトミックを行うホールの床を雑巾できれいにしました。子ども

たちは、この日を楽しみにしていたのでしょうね。 

当時は、コロナ対策のため、リトミック終了後、親子で降園しました。 

こ
ん
こ
ん
キ
ッ
ズ 

代
表 

近 

美
樹 

様 

フ
ラ
フ
ー
プ
や

い
ろ
い
ろ
な
色
の

ス
カ
ー
フ
を
使
っ

て
、
身
体
を
動
か

し
ま
し
た
。 

下多度こども園は、年間に１２回、体操教室「ファ

ミリ」さんによる体育指導を行っています。今日は、

どれだけできるようになったのか、保護者に見ても

らう体育指導参観の日です。コロナ対策のため、一

家族２名までの参加でした。 

子
ど
も
た
ち
は
、
鉄
棒
、
跳
び
箱
、

マ
ッ
ト
で
、
い
ろ
い
ろ
な
技
を
披
露

し
ま
し
た
。 

鉢
植
え
は
、
三
月
の
卒
園
式
の
日
に

持
ち
帰
り
ま
す
。
楽
し
み
で
す
ね
。 

保護者会では、参観日に合わせて、親子でチュー

リップの球根植えを計画ました。園に来てもらう日

に親子の活動を増やすことで、思い出をたくさんつ

くりたいという願いです。 
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大垣市立綾里小学校 家庭教育学級 
保護者の学びを深める家庭教育学級です。 

発達障がいって何だろう？ 
【講演会型】  令和４年１０月１２日（水） １３：３０～１４：３０ 

【講師】 

岐阜県発達障害者

支援センター 

河村 聡子 様 

綾里小学校では、新たに特別支援学級ができました。この機会を生

かし、家庭教育学級で保護者の学びの機会をつくりました。 

参加保護者は、記憶をしたり、図形を描いたりする体験を通して、記

憶の仕方にもいろいろあること、言葉で伝えることは難しいことを実

感しました。発達障がいの特性の理解と、その特性をふまえた対応に

ついて教えていただきました。年齢や障害の有無などにかかわらず、

多くの人が利用可能であるようにデザインすることを「ユニバーサル

デザイン」と言いますが、本日、教えていただいた支援は、どの人にと

ってもわかりやすい、行動しやすい「ユニバーサルな支援」と言えます。 
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【講話概要】 

日本人は暗黙の了解でものを言う傾向があります。周りの影響やその人の受けとめ方の違いがあるため、自分が

思っているほど真意が伝わりません。本研修では、人の心に言葉を伝えるためには、まず「傾聴」し、肯定のメッセー

ジを伝え、「承認」していくことが必要であることを学びます。 

【参加者の感想】            

･ 「傾聴と承認」は奥が深い話で、親子関係だけ

でなく、人間社会において最も大切なことだと

思っています。よいお話が聞けてよかったです。 

･ 日々の生活、仕事において、とても考えさせられる内容であり、活用していかなければと心に響く内容でした。 

･ 日頃の生活の中で使うような言葉の言い換えや具体的な例がたくさんあり、わかりやすい内容でした。なるほどと思

うことが多く楽しかったです。 

･ なぜ否定的な言葉が効果的でないのか、理解することができました。 

･ 園児や話し相手に対して、否定的に言うのではなく、肯定的で伝わりやすい言葉で接していきたいと思います。 

･ 自分の子どもに当てはめて話を聞きました。納得の内容ばかりで子ども達との接し方を考えさせられました。 

･ 日頃の勤務の中で声かけに対する小さな疑問があり、子どもたちとのかかわりの基本姿勢が改めて分りました。 

･ 「伝わりやすさ」を意識しながら、家庭でも職場でも生かしたいです。肯定することの大切さを感じました。イラっとす

ると、否定ばかり出てしまうので、一呼吸おいて言葉がけをして

いきたいです。 

【参加者の考え】 

･ 職場の人と受講することで、同じ目標や気を付けていくところを

共有できるため。 

･ 知っている場所で、知っている人たちと一緒に受けることができる

ので、安心感があるから。 

･ 自分の中の固定概念を見直し、新しい価値観を知り、受け入れる

機会になると思うから。 

･ 自分が母親になってから、もう一度お話を聞くと受け取り方に変

化がありそうだから。 

令和４年 １０月１日（土） 

１３：００～１４：００  ドリームタッチ保育所  

      １５：３０～１６：３０  タッチテラス保育所 

〈研修のテーマ〉 

心に伝わる言葉 ～人とのかかわりの糸を結ぶ～ 

〈参加者〉 従業員 ２８名 

〈講 師〉西濃県事務所 振興防災課 

        家庭教育推進専門職  酒 井 俊 亘 

【主催者様の声】 

「心に伝わる言葉」保育にも家庭にも

全てに共通するとても素晴らしい内容

でありました。 

岐阜県では、家庭の教育力の向上と地

域社会全体での子育ての推進を目的に、

企業や事業所と連携しながら、子育て中

の親だけでなく、これから親になる従業

員、子育てが一段落した従業員、管理職

など幅広い層への家庭教育研修会を開

催しています。 

このたび、「（株）リリフルにて、従業員

の皆さんを対象に家庭教育研修会を開

催しましたので、紹介します。 

 

企業で家庭教育についての研修を実施することについてどう思いますか。

ぜひ受けたい 受けてもよい あまり受けたくない 必要ない

69.2% 30.8% 0% 0%

大変よい よい あまりよくない よくない

92.3% 7.7% 0% 0%

本日の研修テーマと内容についてどう思いますか。

家庭教育学級に参加できなくても、職

場で学ぶことができます。みなさんの職

場でも研修してみませんか。 

何人でも、どの時間帯でも、 

無料で開催できます。 

西濃県事務所にお電話ください。 

TEL0584-73-1111（内線２１２） 
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･  
･  

･  

早いもので、あと２か月で２０２２年も終わりです。

親子がともに過ごす時間が増える冬休みも近づいてい

ます。家族の絆を深めるために、まだ約束運動に取り

組まれていない園や学校は、冬休みに「話そう！語ろ

う！わが家の約束」運動を取り入れてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

冬休みや新年のめあてづくりに合わせて 

「話そう！語ろう！わが家の約束」運動を 

①約束を決めます 
家族みんなが気持ちよく生活できる約束を話し合って

決めましょう。 

大きな約束を家族で１つ決め、それぞれ個人の約束を決

めてもいいですね。 

②実践を記録します。 
一言声をかけ合えるといいですね。 

○ 「がんばってるね。」「気持ちがいいね。」「よかったね。」

「うれしいな。」「ありがとう。」 

× 「もっと、がんばろう。」「明日は守ろうね。」 

③親子でメッセージを交換します 
約束に取組んで、よかったこと、できるようになった

ことを見つけて、伝え合いましょう。 
【実践カード】 

「１年の計は元旦にあり」 

１年の計画は、年の初めである元

旦に立てるべきであり、物事を始

めるにあたっては、最初にきちん

とした計画を立てるのが大切だ

ということ。 

 

冬休み前に、「話そう！語ろう！わが家の約束」運動の実践カードが入ったチラシ

が全中学校の全保護者に配付されます。 

ぜひ、ご利用ください。 

動画QRコード付き保護者向けの案内文も掲載！ 

ワード文書をダウンロ

ードして修正可能。 
西濃県事務所 検索 

「家庭教育」の欄に、その他の 

「家庭教育学級」情報があります。 

在宅で家庭教育を学

べる動画の QR コー

ドがついています。 


